
教
育
と
文
化
の
薫
る

　
　 

 

生
涯
学
習
推
進
の
ま
ち

３

自
然
と
調
和
し
た

　
　  

便
利
で
快
適
な
ま
ち

４

６広報さつま

■
青
少
年
の
健
全
育
成
施
策

　
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
育
成
の
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

の
自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
異
年
齢
間
の
交
流

や
各
種
の
活
動
を
通
じ
て
体
験
を
生
か
す

な
ど
、
次
代
を
担
う
個
性
豊
か
で
た
く
ま

し
い
青
少
年
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
環
境
の
向
上
を
図
る
た

め
、
親
の
学
級
講
座
を
開
設
し
、
「
さ
つ

ま
の
日
」
運
動
を
推
進
し
な
が
ら
家
庭
教

育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
や
生
き
る
こ
と

の
知
恵
を
若
い
人
々
に
継
承
し
、
自
ら
の

体
験
活
動
と
交
流
を
深
め
、
生
き
が
い
づ

く
り
を
助
長
す
る
な
ど
、
組
織
の
育
成
と

強
化
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
、
公
民
館
等
が
自
治
意
識
を
も
っ

て
、
組
織
活
動
を
推
進
す
る
中
、
住
民
自

ら
の
力
で
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
活

動
が
展
開
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

■
学
校
教
育

　
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
な
が
ら
、
「
確
か
な
学
力
」
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
心
の
教
育
や

豊
か
な
人
間
性
、
健
康
・
体
力
な
ど
の

「
生
き
る
力
」
を
備
え
た
児
童
生
徒
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
施
設
・

設
備
の
老
朽
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
、
計

画
的
な
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
小
規
模
校
入
学
特
別
認
可
制
度

　
保
護
者
・
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
、

ま
た
、
学
校
・
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
引
き
続
き
制
度
の
運
用
に
努
め
ま

す
。

■
学
校
適
正
化
に
向
け
た
検
討

　
少
子
化
に
よ
る
児
童
生
徒
の
減
少
傾
向

は
今
後
も
続
く
こ
と
か
ら
、
「
学
校
適
正

化
規
模
等
検
討
委
員
会
」
の
審
議
を
踏
ま

え
、
将
来
に
向
け
た
学
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
文
化
の
振
興
　

　
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
て
き
た
地
域
文
化

継
承
の
推
進
、
青
少
年
へ
の
芸
術
に
ふ
れ

る
機
会
づ
く
り
の
提
供
、
町
民
自
ら
が
創

り
上
げ
る
文
化
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
存
活
用

　
指
定
文
化
財
な
ど
の
保
存
に
努
め
、
歴

史
民
俗
資
料
館
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
永
野
金
山
地
区
の
歴
史
資

料
調
査
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

　
川
内
川
河
川
激
特
事
業
に
伴
う
虎
居
城

跡
な
ど
の
発
掘
調
査
を
、
県
教
育
委
員
会

と
共
同
で
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
、
高
齢
者
の
転
倒
予
防
教
室
、

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
を
対
象
に
し
た

水
泳
教
室
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

を
愛
好
す
る
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味

や
目
的
に
応
じ
て
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

■
道
路
整
備

　
道
路
は
、
社
会
・
経
済
活
動
を
支
え
る

基
幹
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
地
域
連
携

や
地
域
振
興
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
道
路
整
備
の
要
請

に
応
え
、
計
画
的
に
道
路
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

　
鶴
田
ダ
ム
再
開
発
事
業
に
伴
う
道
路
整

備
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
２
カ
年
計

画
で
町
道
上
下
大
迫
線
か
ら
鶴
田
ダ
ム
ま

で
の
改
良
工
事
を
国
に
お
い
て
実
施
す
る

計
画
で
す
。

■
国
・
県
道
の
整
備

　
各
道
路
整
備
促
進
期
成
会
の
活
動
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
引
き

続
き
国
・
県
に
対
し
積
極
的
に
要
望
し
ま

す
。
特
に
、
地
域
高
規
格
道
路
（
北
薩
横

断
道
路
）
の
薩
摩
道
路
及
び
泊
野
道
路
、

並
び
に
国
道
２
６
７
号
求
名
地
区
に
つ
い

て
は
、
整
備
促
進
と
早
期
完
成
に
向
け
て

強
く
要
望
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

■
住
環
境
対
策

　
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
町
営

住
宅
の
改
善
や
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
河
川
災
害
復
興
対
策

　
河
川
激
特
事
業
は
、
用
地
交
渉
が
本
年

度
に
は
本
格
化
す
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し

て
は
、
河
川
事
務
所
よ
り
虎
居
地
区
の
用

地
交
渉
事
務
を
受
託
し
、
用
地
の
協
力
及

び
移
転
を
し
て
い
た
だ
く
方
々
へ
の
用
地

交
渉
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
激
特
事
業
に

対
す
る
地
元
及
び
国
、
県
と
の
調
整
に
精

力
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
虎
居
地
区
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
調
査
結
果
を
基

に
地
域
住
民
の
ご
意
見
を
伺
い
合
意
形
成

に
努
め
ま
す
。

みやんじょ吹奏楽フェスタの様子

人
々
の
生
活
視
点
か
ら
創
る

　
　 

環
境
美
化
の
ま
ち

５

住
民
と
行
政
が

　
　 

協
働
す
る
ま
ち

６

７ 広報さつま

■
情
報
通
信
施
設
の
整
備

　
公
民
会
無
線
施
設
の
設
備
助
成
拡
充
を

は
じ
め
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
の
地
上
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

■
消
防
　
　

　
火
災
予
防
対
策
の
推
進
を
は
じ
め
、
救

急
業
務
高
度
化
の
推
進
、
消
防
職
員
、
消

防
団
員
の
資
質
の
向
上
並
び
に
消
防
施
設

の
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
常
備
消
防

の
広
域
再
編
に
つ
い
て
は
、
県
の
再
編
計

画
に
基
づ
き
、
議
会
は
も
と
よ
り
町
民
の

ご
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
関
係
市
町
村
と

の
協
議･

検
討
を
進
め
ま
す
。

■
防
災

　
豪
雨
災
害
を
教
訓
と
す
る
「
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」
の
作
成
、
ま

ち
ご
と
ま
る
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
、
防
災
研
修
・
防
災
訓
練
を
行
い
、
町

民
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
施
策
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

■
水
道

　
住
民
の
福
祉
と
日
常
生
活
に
必
要
不
可

欠
な
生
活
基
盤
施
設
と
し
て
、
財
政
基
盤

の
強
化
や
安
定
し
た
維
持
管
理
体
制
の
整

備
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
「
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
水
」
の
安
定
的
な
供
給

に
努
め
ま
す
。

　
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、
災
害

時
に
強
い
水
道
施
設
の
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
緊
急
時
の
生
活
用
水
確
保
の
た
め
給

水
拠
点
と
な
る
大
型
配
水
池
や
緊
急
時
連

絡
管
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
安
定
的
な
給

水
に
向
け
た
新
た
な
対
策
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
普
及
地
域

並
び
に
未
普
及
家
庭
へ
の
普
及
促
進
は
、

町
民
が
等
し
く
水
道
の
恩
恵
を
受
け
、
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
う
え
で
最
低

限
の
社
会
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民

の
意
向
や
水
道
財
政
を
考
慮
し
な
が
ら
、

今
後
も
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
環
境
美
化

　
環
境
美
化
条
例
に
よ
り
、
町
民
の
意
識

を
高
め
る
た
め
、
行
政
や
環
境
美
化
推
進

員
並
び
に
町
衛
自
連
と
一
体
と
な
り
、
環

境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど
さ
つ
ま
町
の

美
し
い
自
然
と
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
に
対
す
る
町
民

の
意
識
を
高
め
る
啓
発
を
行
い
、
ご
み
の

減
量
化
に
努
め
ま
す
。

■
河
川
対
策

　
家
庭
雑
排
水
の
浄
化
対
策
と
し
て
、
小

型
合
併
浄
化
槽
設
置
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
し
尿
並
び
に
ご
み
処
理
施
設

　
日
々
の
整
備
点
検
を
強
化
し
な
が
ら
経

費
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

　
湯
田
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
残
り
部
分
約
９
，

  

０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
遮
水
シ
ー
ト
張
等
、
最
終
処
分
場
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
総
合
振
興
計
画

　
平
成
１９
年
度
の
実
績
に
基
づ
き
、
平
成

２０
年
度
か
ら
の
３
カ
年
計
画
を
作
成
し
、

総
合
振
興
計
画
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

特
に
若
い
世
代
の
晩
婚
化
並
び
に
未
婚
者

対
策
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
地
域
活
動
支
援
事
業

　
共
生
・
協
働
の
趣
旨
の
普
及
、
啓
発
を

図
り
、
今
後
に
お
け
る
人
口
減
少
、
高
齢

化
社
会
に
向
け
た
地
域
福
祉
的
な
視
点
で

の
活
動
等
を
推
進
す
る
な
ど
、
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

■
景
観
行
政

　
町
民
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
行
政
が

一
体
と
な
り
、
住
民
と
の
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
景
観
計
画
策
定
に
向
け
て
、
子

孫
に
誇
れ
る
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
地
方
交
通
対
策

　
町
内
の
交
通
事
情
の
現
状
を
踏
ま
え
、

公
共
交
通
体
系
の
整
備
及
び
公
共
交
通
機

関
の
活
用
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

■
男
女
共
同
参
画

　
家
庭
や
地
域
、
職
場
及
び
公
共
の
場
に

お
け
る
女
性
参
画
の
機
会
増
大
、
情
報
の

共
有
、
住
民
と
行
政
と
の
協
働
を
基
本
と

し
て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
一
層
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

■
広
報
広
聴

　
行
政
か
ら
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
県
北
部
豪
雨
災
害
に
か

か
る
災
害
復
興
記
録
誌
の
発
刊
に
向
け
て

も
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

川内川河川敷で行われた防災訓練の様子

久富木川で河川学習をする子どもたち


